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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 8,117 49.7 237 ― 202 ― 123 ―

22年3月期第3四半期 5,421 △36.3 △773 ― △753 ― △793 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 3.30 ―

22年3月期第3四半期 △21.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 12,267 8,458 68.9 226.94
22年3月期 12,030 8,487 70.5 227.64

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  8,458百万円 22年3月期  8,487百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

2.00 2.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 38.4 340 ― 310 ― 270 ― 7.24



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提の条件に基づいて
おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
いては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 38,990,870株 22年3月期  38,990,870株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,719,982株 22年3月期  1,708,528株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 37,275,293株 22年3月期3Q  37,308,469株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、回復基調にあるものの、依然としてデフレ状況から脱することがで

きず、失業率についても高水準にありました。また、資源価格の上昇、円高の進行による輸出企業への悪影響が懸

念されるなど、先行き予断を許さない状況で推移してまいりました。  

電線業界における銅電線出荷量は、通信部門や電力部門は減少したものの、電気機械部門や自動車部門は増加、

低迷を続けていた建設・電線販売部門が夏以降増加に転じたこともあり、前年同期を上回る状況で推移してまいり

ました。 

当社グループは、当期の黒字化を最優先課題として取り組んでおります。売上高の確保に向けた施策として、新

製品を継続的に市場へ投入することにより売上拡大を図るとともに、市場のニーズにすばやく対応するために、直

販主体の機動的な営業スタイルを強化してまいりました。また、利益改善の面では、生産性の向上、ロス削減、海

外生産委託の活用などに取り組むとともに、人件費の圧縮、諸経費の節減、設備投資の抑制などの施策を実施して

まいりました。 

売上高につきましては、好調なアジア向け輸出に支えられた国内メーカー向けや海外売上高の増加により、前年

同期と比べ2,696百万円増の8,117百万円となりました。なお、当第１四半期から、子会社（国内１社、海外１社）

を新たに連結会社に加えたため、前年同期に比べ172百万円増加しました。 

損益につきましては、銅価格の上昇によるコスト増はあったものの、前年同期と比べ売上高が大幅に増加したた

め、営業損益は前年同期773百万円の損失に対して237百万円の利益、経常損益は為替差損の発生はあったものの前

年同期753百万円の損失に対して202百万円の利益、四半期純損益は前年同期793百万円の損失に対して123百万円の

利益となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①電線・ケーブル 

売上高につきましては、産業用機械および工作機械メーカーのアジア向け輸出が好調であったため、機器用電

線、ワイヤーハーネス、光製品などが増加しました。また、フレキシブル基板は試作案件の量産化が進み増加し

ました。一方、通信用ケーブルは、国内の建設投資抑制の影響により微減となりました。その結果、売上高は前

年同期と比べ1,676百万円増の5,631百万円となりました。 

営業損益につきましては、銅価格の上昇によるコスト増はあったものの、売上高の大幅な増加により、前年同

期873百万円の損失に対して64百万円の利益となりました。 

  

②電極線 

売上高につきましては、国内・海外向け需要の回復や新ブランドの投入により増加するとともに、銅・亜鉛価

格の上昇を受け販売価格が押し上げられたため、前年同期と比べ1,036百万円増の2,162百万円となりました。 

営業損益につきましては、主として売上高の増加により、前年同期69百万円の損失に対して19百万円の利益と

なりました。 

  

③不動産賃貸 

売上高につきましては、最近の不動産賃貸価格の下落の影響を受け、前年同期と比べ17百万円減の323百万円

となりました。 

営業損益につきましては、主として売上高の減少により、前年同期に比べ16百万円減の153百万円の利益とな

りました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、純資産の状況 

総資産は12,267百万円となり、前連結会計年度末に比べ237百万円増加しました。 

流動資産は6,899百万円となり、前連結会計年度末に比べ845百万円増加しました。これは主に売上高の増加に

より受取手形及び売掛金が増加したためであります。 

固定資産は5,368百万円となり、前連結会計年度末に比べ608百万円減少しました。これは主に連結子会社が新

たに増加したため、親会社の投資勘定と子会社の資本勘定などを連結消去したことなどにより減少したためであ

ります。 

負債合計は3,809百万円となり、前連結会計年度末に比べ266百万円増加しました。 

流動負債は2,319百万円となり、前連結会計年度末に比べ133百万円増加しました。これは主に材料などの仕入

高増により支払手形及び買掛金が増加したためであります。 

固定負債は1,489百万円となり、前連結会計年度末に比べ133百万円増加しました。これは主に退職給付引当金

が増加したためであります。 

純資産合計は8,458百万円となり、前連結会計年度末に比べ28百万円減少しました。これは主に利益剰余金が

増加したものの、株式時価の下落によりその他有価証券評価差額金が減少したためであります。 

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.6ポイント低下し68.9％となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは197百万円の収入となりました。これは主に売上債権の増加502百万円、

たな卸資産の増加122百万円による支出があったものの、税金等調整前四半期純利益194百万円、減価償却費384

百万円、仕入債務の増加180万円などによる収入が上回ったためであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは98百万円の収入となりました。これは主に有形・無形固定資産の取得

101百万円などによる支出があったものの、償還期限が３ヶ月を超える運用有価証券の減少200百万円などによる

収入が上回ったためであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは４百万円の支出となりました。 

当第３四半期末の現金及び現金同等物は、新規連結会社144百万円を加えた結果、前連結会計年度末に比べ420

百万円増加し2,064百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の通期業績予想につきましては、平成22年10月２7日に公表しました予想から変更はありませ

ん。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

棚卸資産の評価方法等について、一部簡便な会計処理を適用しております。また、四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用はありません。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 

   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,663,647 1,544,390

受取手形及び売掛金 3,414,361 2,924,846

有価証券 501,668 400,674

商品及び製品 499,849 414,333

仕掛品 381,582 312,280

原材料及び貯蔵品 187,713 130,182

その他 252,684 327,464

貸倒引当金 △1,706 △299

流動資産合計 6,899,801 6,053,873

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,642,910 2,779,028

土地 1,403,252 1,403,252

その他（純額） 597,072 650,035

有形固定資産合計 4,643,236 4,832,316

無形固定資産 191,395 242,440

投資その他の資産   

その他 543,519 916,011

貸倒引当金 △10,088 △14,292

投資その他の資産合計 533,431 901,718

固定資産合計 5,368,062 5,976,475

資産合計 12,267,864 12,030,349



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,574,674 1,396,809

短期借入金 190,000 190,000

未払法人税等 27,581 32,496

その他 527,544 567,334

流動負債合計 2,319,800 2,186,640

固定負債   

退職給付引当金 1,048,229 900,903

役員退職慰労引当金 89,464 88,554

その他 351,997 367,134

固定負債合計 1,489,691 1,356,592

負債合計 3,809,492 3,543,232

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,304,793 4,304,793

資本剰余金 3,101,531 3,101,531

利益剰余金 1,488,169 1,444,030

自己株式 △504,746 △503,074

株主資本合計 8,389,747 8,347,281

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 88,300 139,835

為替換算調整勘定 △19,676 －

評価・換算差額等合計 68,624 139,835

純資産合計 8,458,371 8,487,116

負債純資産合計 12,267,864 12,030,349



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 5,421,007 8,117,112

売上原価 4,770,403 6,382,984

売上総利益 650,603 1,734,128

販売費及び一般管理費   

給料手当及び福利費 730,126 718,634

退職給付費用 105,927 106,135

役員退職慰労引当金繰入額 21,713 21,490

その他 565,980 650,378

販売費及び一般管理費合計 1,423,748 1,496,638

営業利益又は営業損失（△） △773,144 237,489

営業外収益   

受取利息 5,932 2,260

受取配当金 14,326 14,013

その他 8,507 7,814

営業外収益合計 28,766 24,087

営業外費用   

支払利息 2,942 2,899

為替差損 6,196 55,990

その他 0 310

営業外費用合計 9,139 59,200

経常利益又は経常損失（△） △753,517 202,377

特別利益   

固定資産売却益 730 187

貸倒引当金戻入額 － 6,304

特別利益合計 730 6,491

特別損失   

固定資産処分損 3,183 14,151

投資有価証券評価損 19,851 －

特別損失合計 23,034 14,151

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△775,821 194,717

法人税、住民税及び事業税 13,614 22,787

法人税等調整額 4,317 48,830

法人税等合計 17,931 71,617

少数株主損益調整前四半期純利益 － 123,099

四半期純利益又は四半期純損失（△） △793,753 123,099



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△775,821 194,717

減価償却費 455,459 384,355

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82,334 147,325

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,246 910

貸倒引当金の増減額（△は減少） 51 △2,796

売上債権の増減額（△は増加） △198,797 △502,951

たな卸資産の増減額（△は増加） 38,556 △122,701

仕入債務の増減額（△は減少） 141,879 180,408

その他 △121,417 △65,951

小計 △381,001 213,317

利息及び配当金の受取額 20,406 16,305

利息の支払額 △3,486 △3,199

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 53,449 △29,065

営業活動によるキャッシュ・フロー △310,632 197,358

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の純増減額（△は増加） － 200,008

有形固定資産の取得による支出 △190,368 △93,175

無形固定資産の取得による支出 △83,005 △8,137

その他 9,756 △125

投資活動によるキャッシュ・フロー △263,617 98,570

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の純増減額（△は増加） △2,293 △1,694

配当金の支払額 △336 △2,933

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,629 △4,628

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,349 △15,928

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △579,228 275,371

現金及び現金同等物の期首残高 2,364,756 1,644,306

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 144,887

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,785,527 2,064,565



該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

（注）１．事業区分は、製品系列から２つに区分しております。 

２．各事業の主な製品は以下のとおりであります。 

(1)電線・ケーブル事業 機器用電線、放電加工機用電極線、通信ケーブル、光製品など 

(2)電子部品他事業   フレキシブル基板、ワイヤーハーネス、統合配線システム、テナントなど 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

（注）１．国または地域は地理的近接度によって区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域は次のとおりであります。 

(1）米州………アメリカ他 

(2）欧州………ドイツ、トルコ他 

(3）アジア他…中国、韓国他 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
電線・ケーブル

（千円） 
電子部品他
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  3,525,693  1,895,313  5,421,007  ─  5,421,007

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 ─  ─  ─  ─  ─

計  3,525,693  1,895,313  5,421,007  ─  5,421,007

営業損失（△）  △547,515  △225,629  △773,144  ─  △773,144

  米州 欧州 アジア他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  365,850  247,438  140,505  753,792

Ⅱ 連結売上高（千円）  ─  ─  ─  5,421,007

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 6.7  4.6  2.6  13.9



  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

当社の報告セグメントは、取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために定期的に検討を行

う対象となっているものであります。 

当社は、製品・サービス別の製造・販売体制を置き、製品・サービスについて国内および海外の市場に対し

て戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

当社は「電線・ケーブル」、「電極線」、「不動産賃貸」の３つを報告セグメントとしております。 

「電線・ケーブル」の対象製品は、機器用電線、通信用ケーブル、ワイヤーハーネス、フレキシブル基板な

どであります。「電極線」の対象製品は、放電加工機用電極線であります。「不動産賃貸」の対象物件は、本

社・群馬地区などの土地・建物であります。 

  

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 （単位：千円）

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  電線・ケーブル 電極線 不動産賃貸  合計 

売上高 

外部顧客への売上高 

                    

 5,631,392  2,162,070  323,650  8,117,112

セグメント間の内部売上高又は振替高  ―  ―  ―  ―

計  5,631,392  2,162,070  323,650  8,117,112

セグメント利益  64,679  19,694  153,116  237,489

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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